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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容及び運用状況の概要は以下のとおりでありま
す。

【業務の適正を確保するための体制】
　（1）	取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　　①�　グループ経営理念に基づき、法令遵守を含むグループ行動指針及び行動規準を整備し、

取締役、執行役員及び使用人（執行役員を除く。）（以下同じ）に周知徹底する。
　　②�　法令及び定款に適合した社内規則及び職務権限規則を整備し、取締役、執行役員及び

使用人に周知し、職務執行を監督する。
　　③�　代表取締役社長を委員長とするコンプライアンス・リスク管理委員会を設置し、当社

と子会社のコンプライアンスの取り組みを統括する。
　　④　行動規準に基づき、反社会的勢力とはいかなる状況下でも一切関係を持たない。
　　⑤�　業務執行組織から独立した内部監査部を設置し、監査役と連携して財務報告、コンプ

ライアンス、業務執行、業務効率等に関する内部監査を行う。
　　⑥　通報者保護に配慮した内部通報者制度を整備し、周知する。
　　⑦�　財務報告に係る内部統制を業務執行組織が自ら整備、運用、評価する体制をつくり、併

せてその整備・運用状況の有効性を内部監査部において評価することにより、金融商品
取引法で求められる財務報告の信頼性を確保する。

　（2）	取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　　①�　文書取扱規程を整備し、これに基づき取締役会及び経営会議の議事録、稟議書等職務

の執行に関わる情報の保存及び管理を行う。
　（3）	損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　　①�　コンプライアンス・リスク管理委員会において、事業継続に重大な影響を及ぼすリス

クを統一的に評価し、対応すべきリスクを選定するとともに、個別のリスク管理体制の
活動状況を統括する。

　　②�　旅客運送の安全を確保するため、関連法令に対応した安全管理規程を制定し、安全管
理体制を整備する。

　　③　災害・事故等に備え、災害対策規則等を整備し、定期的に訓練及び教育を行う。
　　④　大規模な災害、事故等が発生したときは、対策本部を設置し、迅速に対応する。
　　⑤�　反社会的勢力との間に問題が発生した場合は、外部の専門機関と連携し、法的な措置

も含め組織的に対応する。
　　⑥�　事業継続に重大な影響を及ぼすその他のリスクについて、対応が必要な場合はコンプ

ライアンス・リスク管理委員会の審議を経て管理部門を指定し、適宜管理体制を整備する。
　（4）	取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　　①�　取締役会（原則月１回開催）の決議により意思決定すべき事項と経営会議（常勤取締

役及び常勤執行役員で構成され、原則月２回開催）の審議により意思決定すべき事項に
ついて、取締役会規則、経営会議規則等を整備し、これに基づき職務執行の意思決定を
行う。
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　　②　職制及び職務分掌、職務権限規則を整備し、各職務の権限と責任を明確化する。
　　③　経営計画を決定し、これに基づき職務を執行する。
　（5）	当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　　①�　子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制
　　　ア�．子会社にグループ経営理念及びグループ行動指針に示される基本的考え方を周知し、

行動規準の整備及び周知徹底を指導する。
　　　イ�．グループ戦略部を設置するとともに、関係会社管理規程等を整備し、関係部門と連

携して、子会社の管理を行う。
　　　ウ�．子会社は、必要に応じて経理規程並びに職務権限規則等の関係規程類を整備し、財

務報告並びに業務執行の適正化を図る。
　　　エ．子会社は、コンプライアンス委員会を設置し、その議事を当社に報告する。
　　　オ�．当社の取締役、執行役員又は使用人は、必要に応じ、子会社の取締役等又は監査役

に就任し、職務執行を監督する。
　　　カ．内部監査部が、子会社の内部監査を実施する。
　　　キ．当社及び子会社共通の内部通報窓口を設置し、周知する。
　　②　子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　　　ア�．京成グループ社長会等を定期的に開催し、グループ経営方針の伝達と経営情報の共

有等を図る。
　　　イ�．子会社は、京成グループ経営計画規程に基づき、経営計画を策定し、これに基づき

職務を執行する。
　　③　子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　　　ア�．コンプライアンス・リスク管理委員会において、当社と子会社のリスク管理を統括

する。
　　　イ�．子会社は、京成グループ社長会等を通じ、コンプライアンス・リスク管理委員会に

おけるリスク評価結果を当社と共有し、対応が必要なリスク項目について、適宜管理
体制を整備する。

　　④　子会社の取締役等及び使用人の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
　　　ア�．関係会社管理規程において、子会社が当社に報告すべき事項を明確化し、これに基

づき子会社より報告を受け、必要に応じて指導を行う。
　（6）	監査役の職務を補助すべき使用人を置くことに関する事項
　　①�　監査役の職務を補助するため、監査役会事務局を設置し、職務の補助に必要な使用人

を配置する。
　（7）	監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立に関する事項並びに使用人に対す
る指示の実効性の確保に関する事項

　　①　監査役会事務局の使用人は、取締役の指揮・監督を受けない専任の使用人とする。
　　②　監査役会事務局の使用人の人事については、監査役の同意を必要とする。
　（8）	監査役への報告に関する体制並びに報告をした者が当該報告をしたことを理由として不
利な取扱いを受けないことを確保するための体制

　　①　取締役、執行役員及び使用人が監査役に報告するための体制
　　　ア�．取締役、執行役員及び使用人は、当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があ
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ることを発見したときは、当該事実を監査役に報告する。
　　　イ�．取締役、執行役員及び使用人は、監査役から職務執行に関する事項の報告を求めら

れた場合には、速やかに報告する。
　　②�　子会社の取締役等及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査役に報

告するための体制
　　　ア�．子会社の取締役等及び使用人は、当社又は当社の子会社に著しい損害を及ぼすおそ

れのある事実があることを発見したときは、当該事実を当社の監査役又はグループ戦
略部に報告する。

　　③�　通報者保護に配慮した内部通報者制度に準拠し、監査役への報告を行った者に対し、不
利な取扱いを行わない。

　（9）	監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行
について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

　　①�　監査役が、職務の執行について生ずる費用の前払等を請求した時は、速やかに費用又
は債務を処理する。

（10）	その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　　①�　監査役は、取締役会等、取締役の職務執行上重要な会議に出席し、必要に応じ意見を

述べ、重要な意思決定の過程を把握するとともに、職務執行に係る重要な書類の閲覧等
を通じ、業務の執行状況を把握する。

　　②�　監査役は、会計監査人、内部監査部と定期的に会合をもち、情報を共有し、意見交換
を行う。

　　③�　代表取締役社長は、監査役と定期的かつ必要に応じて会合をもち、監査の重要課題等
について意思疎通を図る。

【業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要】
　（1）	取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制に
ついて

　　�　経営理念として京成グループ理念を定め、これをグループ内の取締役、執行役員及び使
用人（執行役員を除く。）に周知・徹底を図っております。また、コンプライアンス・リス
ク管理委員会規程に基づき、コンプライアンス・リスク管理委員会を年２回開催し、コン
プライアンスに関する事例及び再発防止策を共有し、講演会開催やコンプライアンスカー
ドの配布により法令遵守、社会から求められる倫理的行動について周知、教育を実施して
おります。なお、コンプライアンス通報者窓口（内部・外部）を設け、通報・相談された
事項について、適切な対応を行っております。

　（2）	取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制について
　　�　取締役会議事録等、取締役の職務執行に係る書類について、文書取扱規程に基づき、適
切に保管しております。

　（3）	損失の危険の管理に関する規程その他の体制について
　　�　当社と子会社を対象としたリスク調査結果に基づき、コンプライアンス・リスク管理委
員会において、管理対象リスクの選定及び管理主体の指定を行い、適切にリスク管理を実
施しております。鉄道本部は、安全管理規程に基づき、安全管理体制の再確認により安全
重点施策の見直しを実施したほか、異常時を想定した定期的な訓練を実施し、一般管理・
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開発部門も参加しました。
　（4）	取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制について
　　�　取締役会規則、経営会議規則に基づき、取締役会において業務執行上重要な事項に関す
る意思決定を行うとともに、経営会議においてそれ以外の重要な事項の審議・報告を行っ
ております。

　（5）	当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制について
　　�　関係会社管理規程に基づき、子会社の業務処理基準を明確化し、子会社から当社への「承
認・協議・報告」を義務付けております。京成グループ経営計画規程に基づき、当社から
経営方針の示達を行いました。子会社においては、コンプライアンス委員会規程を整備し
ており、規程に基づき開催した委員会について、議事経過及び内容を当社の総務部に報告
する体制となっております。なお、各子会社では内部通報者窓口を設置しているほか、グルー
プ共通のコンプライアンス啓発ポスターを掲出するなど、子会社の関係者の利用も可能と
している当社のコンプライアンス通報者窓口（内部・外部）の周知を図りました。

　（6）	監査役の職務を補助すべき使用人を置くことに関する事項について
　　　監査役の職務補助のため、専任の使用人を配置しております。
　（7）	監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立に関する事項並びに使用人に対す
る指示の実効性の確保に関する事項について

　　�　専任の使用人は、業務執行組織から独立しており、監査役の指揮命令により、監査役の
職務を補助しております。

　（8）	監査役への報告に関する体制並びに報告をした者が当該報告をしたことを理由として不
利な取扱いを受けないことを確保するための体制について

　　�　監査役は、取締役会等の重要な会議に出席し、意見を述べるほか、重要な書類の閲覧に
より業務の執行状況を把握しております。当社及び子会社の取締役等及び使用人は、当社
又は子会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときは、当該事
実を当社の監査役又はグループ戦略部に報告する体制をとっております。なお、公益通報
者保護法に則り、内部通報をした者が不利な取扱いを受けないことを確保しております。

　（9）	監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行
について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項について

　　　監査役の職務について生ずる費用を予算化し、これを会社が負担しております。
（10）	その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制について
　　�　代表取締役社長と常勤監査役は、定期的かつ必要に応じて会合を開催し、重要課題等に
ついて意思疎通を図っております。また、監査役は、会計監査人及び内部監査部と情報共有・
意見交換を行い、連携を図っております。
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会社の支配に関する基本方針

　（1）	当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
　　①　当社グループの基本的な事業運営の考え方
　　　�　当社グループは、鉄道事業を中心とした運輸業という極めて公共性の高い社会的イン

フラを提供する事業を基幹（以下「コア事業」といいます。）としており、それに伴う社
会的責任を負っております。

　　　�　このような社会的責任は、当社グループの事業においては、利用者の安全と利便性を
確保しつつ安定的な輸送サービスを提供することによって全うすることができます。そ
して、そのためには、安全対策、線路整備、施設拡充、沿線開発等において、様々な事
業環境の変化を見据えた中長期的視点に立った経営を行うことが必要不可欠であると考
えております。

　　　�　また、当社グループの事業においては、顧客、株主、取引先、従業員にとどまらず、前
記の社会的責任をもたらすものとして、地域社会との調和、環境への配慮等、事業を進
めるにあたり広範囲のステークホルダーの利益に最大限配慮することも重要であります。

　　　�　このように、当社グループの事業は、中長期的な視点に立ち、広範囲のステークホルダー
の存在に配慮した事業展開を行ってきた一つの帰結として、鉄道事業を中核としつつ、バ
ス事業、タクシー事業を運営する運輸業や流通業、不動産業、レジャー・サービス業、建
設業等幅広く事業展開しており、当社グループの企業価値は、コア事業である運輸業と
これらの関連事業との有機的な結合によって確保・向上されるべきものと考えております。

　　②　基本方針の内容
　　　�　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、前記①の考え方を十分に

理解し、企業価値ひいては株主の皆様共同の利益を中長期的に最大化させる者でなけれ
ばならないと考えております。

　　　�　当社は、上場会社の株主は株式の市場での自由な取引を通じて決まるものであり、株
式会社の支配権の移転を伴うような株式等の大規模な買付行為であっても、これを受け
容れて大規模買付行為に応じるか否かの判断は、最終的には個々の株主の皆様の判断に
委ねられるべきものと考えております。

　　　�　しかし、当社株式の大量取得行為や買付提案の中には、「企業価値ひいては株主共同の
利益に対する明白な侵害をもたらすおそれのあるもの」、「株主の皆様に株式の売却を事
実上強要するおそれがあるもの」や「買付に応じるか否かについて判断するための十分
な情報や時間を提供しないもの」等も想定されます。

　　　�　当社としては、このような大規模な買付に対しては、株主の皆様のために適切な措置
を講じることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保する必要があると考えて
おります。

　（2）	基本方針の実現に資する特別な取組み
　　①　グループ経営理念
　　　�　当社グループは、前記の考え方をもとに、日々の事業活動を通じて、企業としての社

会的責任を果たし、健全な事業成長を遂げることにより、社会の発展に貢献することを
目指しております。そのため、「京成グループは、お客様に喜ばれる良質な商品・サービ
スを、安全・快適に提供し、健全な事業成長のもと、社会の発展に貢献します。」という「グ
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ループ経営理念」を策定するとともに、この理念を実現するため、安全・接客・成長・
企業倫理・環境の５項目からなる「グループ行動指針」を定め、企業価値の確保・向上
に努めております。

　　②　グループ経営計画
　　　�　当社グループでは、前記のグループ経営理念のもと、グループ全体の経営の方針と目

標を明確にするため、３年毎にグループ中期経営計画を作成しております。
　　　�　2022年度から2024年度にわたる「Ｄ１プラン」においては、「コロナ禍による低迷か

ら成長軌道へと回帰するとともに、長期ビジョン実現に向けた経営推進体制を整備する」
を中期経営目標として、基本的かつ永続的ニーズである安全・安心を根幹とした上で、ビ
ジョン実現に向けた方向性となる①日々の暮らし、②観光振興、③空港輸送、また、基
盤整備として④ガバナンス、⑤人材をグループ長期経営課題とし、取り組んでまいります。

　　③　利益還元の考え方
　　　�　当社グループは鉄道事業を中心とする公共性の高い業種であるため、当社としては、今

後の事業展開と経営基盤の強化安定に必要となる内部留保資金の確保や業績等を勘案し
ながら、安定的かつ継続的に利益還元していくことを基本方針としております。

　　④　コーポレート・ガバナンスの強化に向けた取組み
　　　�　当社は、各ステークホルダーとの良好な関係を築くとともに、内部統治構造の機能及

び制度を一層強化・改善・整備しながら、コーポレート・ガバナンスの充実を図ってお
ります。具体的には、業務の執行を迅速かつ効果的に行うため、内部統制機能の充実、職
務権限規則等の運用を行うことにより、その実効性を図るとともに、コンプライアンス
を含むリスク管理、経営の透明性確保や公正な情報開示等の取組みを行っております。今
後とも当社のガバナンス体制のより一層の強化を進めてまいります。

　　　�　当社は監査役制度を採用しており、取締役会、監査役会及び会計監査人を設置してお
ります。当社の取締役会は社外取締役５名を含む15名で構成しております。なお、取締
役の任期を１年とすることにより、業務執行の監視体制の強化を図っております。監査
役会は５名で構成しており、４名は社外監査役となっております。監査役は取締役会の
ほか重要な会議に出席し、取締役の職務執行状況を監査するとともに、内部監査部及び
会計監査人と緊密な連携を保ち、情報交換を行い、相互の連携を深め、監査の有効性・
効率性を高めております。

　（3）	基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配される
ことを防止するための取組み

　　�　当社は、大規模買付行為を行おうとする者に対しては、当社の企業価値ひいては株主の皆
様共同の利益を確保するために、株主の皆様が適切に判断するための必要かつ十分な情報提
供を求め、取締役会の意見等を開示し、株主の皆様が検討するための時間の確保に努める等、
金融商品取引法、会社法その他関係法令の範囲内において、適切な措置を講じてまいります。

　（4）	前記の取組みが基本方針に沿い、当社グループの企業価値及び株主共同の利益に合致し、
当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについて

　　�　前記（2）、（3）に記載した企業価値の向上のための取組みは、当社グループの企業価値
及び株主共同の利益を持続的に確保・向上させるための具体的方策として策定されたもの
であります。したがって、これらの取組みは、基本方針に沿い、当社の株主共同の利益を
損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。
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連結株主資本等変動計算書
２０２３年４月１日から（２０２４年３月31日まで）

(単位：百万円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当 期 首 残 高 36,803 34,396 335,790 △13,641 393,350
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,138 △4,138
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 87,657 87,657

連結子会社株式の取得による
持 分 の 増 減 △0 △0

非支配株主との取引に係る
親 会 社 の 持 分 変 動 7 7

自 己 株 式 の 取 得 △31,606 △31,606
持 分 法 適 用 会 社 に 対 す る
持分変動に伴う自己株式の増減 75 75

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額（ 純 額 ）
当 期 変 動 額 合 計 － 7 83,518 △31,530 51,995
当 期 末 残 高 36,803 34,404 419,309 △45,171 445,345

その他の包括利益累計額
非支配株主
持分 純資産合計その他

有価証券
評価差額金

退職給付に
係る

調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 2,537 △975 1,562 16,033 410,945
当 期 変 動 額 　 　 　 　
剰 余 金 の 配 当 　 　 　 　 △4,138
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 　 　 　 　 87,657

連結子会社株式の取得による
持 分 の 増 減 　 　 　 　 △0

非支配株主との取引に係る
親 会 社 の 持 分 変 動 　 　 　 　 7

自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 　 △31,606
持 分 法 適 用 会 社 に 対 す る
持分変動に伴う自己株式の増減 　 　 　 　 75

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額（ 純 額 ） 4,314 400 4,714 1,502 6,216

当 期 変 動 額 合 計 4,314 400 4,714 1,502 58,211
当 期 末 残 高 6,851 △575 6,276 17,535 469,157

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表

［連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等］
１．連結の範囲に関する事項
（1）	連結子会社の数……78社
	 主要な連結子会社の名称：
	 　　�北総鉄道㈱、新京成電鉄㈱、京成建設㈱、関東鉄道㈱、京成バス㈱、帝都自動車交

通㈱、㈱京成ストア
（2）	主要な非連結子会社の名称：
	 　　㈱京葉アドサービス、㈱京成友の会
	� （連結の範囲から除いた理由）いずれも小規模であり、合計の総資産、営業収益、持分に
見合う当期純損益及び持分に見合う利益剰余金等はいずれも連結計算書類に重要な影響
を及ぼしていないためであります。

（3）	連結の範囲の変更
	� 　エスケーサービス㈱、エスピー産業㈱、新京成エステート㈱は、連結子会社である京
成不動産㈱との合併により、それぞれ消滅しております。

	� 　新京成フロンティア企画㈱は、連結子会社である㈱京成エージェンシーとの合併により、
消滅しております。この合併に伴い、㈱京成エージェンシーは京成フロンティア企画㈱
に商号を変更しております。

	� 　帝都自動車交通㈱（新橋・竹橋）ほか６社は、連結子会社である帝都自動車交通㈱と
の合併により、それぞれ消滅しております。

	� 　㈱関鉄クリエイトは、連結子会社である常総産業㈱との合併により、関鉄観光㈱は、連
結子会社である関鉄観光バス㈱との合併により、それぞれ消滅しております。

２．持分法の適用に関する事項
　（1）	持分法を適用した関連会社の数……４社
	 主要な会社等の名称：
	 　　㈱オリエンタルランド
　（2）	持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称：
	 　　㈱京葉アドサービス、㈱京成友の会、日暮里駅整備㈱
	� （持分法を適用しない理由）持分に見合う当期純損益及び持分に見合う利益剰余金等から

みて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体
としても重要性がないためであります。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
�　連結子会社のうち、京成電設工業㈱の決算日は12月末日であり、帝都自動車交通㈱、㈱
京成ストアほか32社の決算日は２月末日であります。
�　連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に
生じた重要な取引等については、連結上必要な調整を行っております。
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４．会計方針に関する事項
（1）	重要な資産の評価基準及び評価方法
　①　有価証券

その他有価証券
　市場価格のない株式等以外のもの
　　　·······················�時価法により評価しております。（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）
　市場価格のない株式等
　　　·······················移動平均法に基づく原価法により評価しております。

　②　デリバティブ
　時価法により評価しております。

　③　棚卸資産
　分譲土地建物は個別法に基づく原価法により、その他は主として売価還元法に基づ
く原価法により評価しております。
　（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定しております。）

（2）	重要な減価償却資産の減価償却の方法
　①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定額法及び定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建
物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構
築物については、定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
　　建 物 及 び 構 築 物　　５～60年
　　機械装置及び運搬具　　５～20年

　②　無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法を採用しております。
　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に
基づく定額法を採用しております。

　③　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（3）	重要な引当金の計上基準
　①　貸倒引当金

　営業債権・貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を
計上しております。

　②　賞与引当金
　従業員の賞与の支給にあてるため、支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計
上しております。

（4）	退職給付に係る会計処理の方法
　退職給付に係る負債は、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務か
ら年金資産の額を控除した額を計上しております。
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　①　退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰
属させる方法については、期間定額基準によっております。

　②　数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間
以内の一定の年数（主として10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の
翌連結会計年度から費用処理することとしております。

（5）	重要な収益及び費用の計上基準
　顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであり
ます。

　①　運輸業
　運輸業における旅客の運送については、運送サービスの提供に応じて収益を認識し
ております。
　なお、定期乗車券に係る収益については、有効開始月から一定の期間にわたり収益
を認識しております。

　②　流通業
　流通業における商品の販売については、商品を顧客に引き渡した時点で収益を認識
しております。
　なお、商品の販売のうち、代理人に該当すると判断したものについては、他の当事
者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額
を収益として認識しております。

　③　不動産業
　不動産業における土地及び建物の販売については、土地及び建物を顧客に引き渡し
た時点で収益を認識しております。

　④　建設業
　建設業における長期の工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足さ
れると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。進捗
度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の
総額に占める割合に基づいて行っております。
　なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないが、当該履行
義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合には、履行義務の
充足に係る進捗度を合理的に見積ることができる時まで、一定の期間にわたり充足さ
れる履行義務について原価回収基準により収益を認識しております。

（6）	その他連結計算書類の作成のための重要な事項
　①　繰延資産の処理方法

社債発行費
　社債の償還までの期間にわたり定額法により償却しております。
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　②　鉄道事業における工事負担金等の会計処理の方法
　鉄道事業において固定資産の取得のために受け入れた工事負担金等は、工事完成時
に当該固定資産の取得原価から直接減額しております。なお、連結損益計算書におい
ては、工事負担金等受入額を特別利益に計上するとともに、固定資産の取得原価から
直接減じた額を固定資産圧縮損として特別損失に計上しております。

　③　ヘッジ会計の処理方法
　原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、特例処理の要件を満たしてい
る金利スワップについては特例処理によっております。

　④　支払利息の原価算入
　分譲土地建物の開発事業に係る支払利息の一部を取得原価に算入しております。なお、
当連結会計年度において取得原価に算入した額はありません。

　⑤　関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続
(自己株式の取得)
　当社は、2024年２月22日開催の取締役会において、自己株式取得に係る事項につい
て決議し、2024年３月13日に取得が完了しております。なお、自己株式の取得には一
括取得型自己株式取得（ASR）（以下「本手法」）を用いております。本手法は、関連
する会計基準等の定めが明らかでない場合に該当するものとして、以下のとおり会計
処理を行っております。
ア．本手法の概要
　当社は、2024年３月13日にToSTNeT-3により１株あたり6,320円で、5,000,000
株、316億円に相当する自己株式を取得いたしました（以下「本買付」）。
　本買付にあたっては、みずほ証券株式会社（以下「みずほ証券」）が当社株主から
借株をした上で売付注文をしております。なお、ToSTNeT-3では一般の株主の皆様
からの売付注文は、金融商品取引業者であるみずほ証券の自己の計算に基づく売付
注文に優先されますので、みずほ証券による売付注文の約定額は一般の株主の皆様
からの売付注文分だけ減少します。
　みずほ証券は本買付における売付注文の約定の後、借株の返済を目的として自ら
の判断と計算において当社株式を株式市場の内外で取得する予定であると聞いてお
りますが、みずほ証券が行う当社株式の取得に関して、当社とみずほ証券との間で
締結された契約はありません。
　次に、本買付においてみずほ証券が売却した当社普通株式の売却金額（以下「受
領金額」）については、当社の実質的な取得単価が本買付以降の一定期間（2024年３
月14日から新株予約権の行使請求日又は行使を行わない旨の通知が行われた日の前
取引日まで）の各取引日の当社株式の普通取引の売買高加重平均価格（VWAP）の
算術平均値に99.90％を乗じた価格（以下「平均VWAP」）と同じになるように、別途、
本手法において当社が発行する新株予約権（以下「本新株予約権」）の割当先である
みずほ証券（以下「割当予定先」）との間で当社株式を用いた調整取引を行います。
具体的には、①平均VWAPが6,320円よりも高い場合は、本新株予約権を行使価格
１円で行使することにより、「本買付において割当予定先が売却した当社普通株式の
数」（以下「売却株式数」）から「受領金額を平均VWAPで除して得られる株式数」
を控除して算出される数の当社株式を割当予定先に交付し、逆に、②平均VWAPが
6,320円よりも低い場合は、「受領金額を平均VWAPで除して得られる株式数」から
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売却株式数を控除して算出される数の当社株式を割当予定先から無償で取得するこ
とを合意しています。

イ．会計処理の原則及び手続
　ToSTNeT-3を利用して取得した当社株式については、取得価額により連結貸借対
照表の純資産の部に「自己株式」として計上しております。なお、本手法により取
得した当社株式については、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計
算において控除する自己株式に含めております。
　当該会計処理方針に基づき、当連結会計年度において、連結貸借対照表の純資産
の部に「自己株式」として31,600百万円を計上しております。

［会計上の見積りに関する注記］
１．固定資産の減損
（1）	当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

減損損失	 542百万円
有形固定資産及び無形固定資産	 672,246百万円

（2）	会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
　当社グループは、管理会計上の事業ごと又は物件、店舗ごとに資産のグルーピングを
行っており、減損の兆候が存在する場合には、一定の仮定を設定した将来キャッシュ・
フローに基づき、減損の要否の判定を実施しております。将来キャッシュ・フローの総
額が帳簿価額を下回る場合には、減損損失を認識し、帳簿価額を回収可能価額まで減額
しております。
　これらの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性が
あり、将来キャッシュ・フローに見直しが必要となった場合、翌連結会計年度の連結計
算書類に重要な影響を与える可能性があります。

２．繰延税金資産の回収可能性
（1）	当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産	 17,012百万円

（2）	会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画や過去に生じた課税所得の金額等に基づく課
税所得の発生時期及び金額によって見積っております。
　これらの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性が
あり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年
度の連結計算書類に重要な影響を与える可能性があります。
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［連結貸借対照表に関する注記］
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
（1）	担保に供している資産� 331,167百万円

流 動 資 産 そ の 他� 161百万円
建 物 及 び 構 築 物� 219,310百万円
機械装置及び運搬具� 25,792百万円
土　　　　　　　　　地� 81,393百万円
有形固定資産その他� 2,927百万円
無形固定資産その他� 1,561百万円
投資その他の資産その他� 20百万円

（2）	担保に係る債務� 88,004百万円
２．有形固定資産の減価償却累計額� 508,984百万円

［連結株主資本等変動計算書に関する注記］
１．当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普 通 株 式� 172,411,185株

２．配当に関する事項
（1）	配当金支払額

決 議 株式の種類 配当金の
総額

１株当たり
配当額 基準日 効力発生日

2023年 ６ 月29日
定 時 株 主 総 会 普通株式 1,942百万円 11円50銭 2023年３月31日 2023年６月30日

2023年10月31日
取 締 役 会 普通株式 2,196百万円 13円00銭 2023年９月30日 2023年12月４日

（2�）	基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな
るもの
　2024年６月27日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次
のとおり付議します。
　①　配 当 金 の 総 額� 4,262百万円
　②　配 当 の 原 資� 利益剰余金
　③　１株当たり配当額� 26円00銭
　④　基 準 日� 2024年３月31日
　⑤　効 力 発 生 日� 2024年６月28日
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［金融商品に関する注記］
１．金融商品の状況に関する事項
　当社グループは、資金運用については主に安全性の高い金融資産で運用し、また、資金
調達については銀行等金融機関からの借入や社債発行によっております。デリバティブは、
借入金の金利変動リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行っておりません。
　投資有価証券は主に業務上の関係を有する企業等の株式であり、市場価格の変動リスク
に晒されておりますが、四半期ごとに時価の把握を行っております。
　借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。一部
の長期借入金においては、支払金利の変動リスクを回避し支払利息の固定化を図るために、
デリバティブ取引（金利スワップ取引）をヘッジ手段として利用しております。また、営
業債務や借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、各社が月次
に資金繰計画を作成するなどの方法により管理しております。

２．金融商品の時価等に関する事項
　2024年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次
のとおりであります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額 8,692百万円）
については、「投資有価証券」には含めておりません。

（単位：百万円）

連結貸借対照表
計上額 時　　　価 差　　　額

投資有価証券 216,898 1,710,989 1,494,091

資産計 216,898 1,710,989 1,494,091

社債 120,300 113,869 △6,430

長期借入金 140,237 138,837 △1,399

負債計 260,537 252,706 △7,830

デリバティブ取引 ― ― ―

（注）�　「現金及び預金」及び「短期借入金」については、現金であること、または短期間で決済
されるため時価が帳簿価額に近似することから、記載を省略しております。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下
の３つのレベルに分類しております。
　レベル１の時価：�同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算

定した時価
　レベル２の時価：�レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用

いて算定した時価
　レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ
トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分
類しております。



― 15 ―

（1）	時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：百万円）

区　　　分
時　　　価

レベル１ レベル２ レベル３ 合　　　計

投資有価証券 19,961 ― ― 19,961

資産計 19,961 ― ― 19,961

デリバティブ取引 ― ― ― ―

（2）	時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：百万円）

区　　　分
時　　　価

レベル１ レベル２ レベル３ 合　　　計

投資有価証券 1,691,027 ― ― 1,691,027

資産計 1,691,027 ― ― 1,691,027

社債 ― 113,869 ― 113,869

長期借入金 ― 138,837 ― 138,837

負債計 ― 252,706 ― 252,706

デリバティブ取引 ― ― ― ―

（注）	時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されている
ため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
社債
　当社及び連結子会社の発行する社債の時価は、相場価格のあるものは相場価格に基づき、相
場価格のないものは、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利
率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
長期借入金
　元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在
価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
デリバティブ取引
　金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として
処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。
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［賃貸等不動産に関する注記］
１．賃貸等不動産の状況に関する事項
　当社及び一部の連結子会社では、東京都や千葉県などの地域において、賃貸商業施設、賃
貸住宅、賃貸オフィスビルなど（土地を含む）を有しております。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 時　　　価

156,545 232,265

（注）	１�	 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除し
た金額であります。

	 ２�	 当連結会計年度末の時価は、土地は適切に市場価格を反映していると考えられる指標
に基づき自社で算定した金額であり、建物等の償却性資産は適正な帳簿価額の金額であ
ります。

［収益認識に関する注記］
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

　 報告セグメント
計

　 運輸業 流通業 不動産業 レジャー・
サービス業 建設業 その他

の事業

鉄道事業 90,598 ― ― ― ― ― 90,598

バス事業 55,243 ― ― ― ― ― 55,243

タクシー事業 30,528 ― ― ― ― ― 30,528

ストア業 ― 40,310 ― ― ― ― 40,310

百貨店業 ― 9,649 ― ― ― ― 9,649

その他 ― 1,876 6,638 12,675 17,600 5,042 43,833

顧客との契約から
生じる収益 176,371 51,836 6,638 12,675 17,600 5,042 270,164

その他の収益 3,179 3,785 19,380 ― ― ― 26,344

外部顧客に対する
営業収益 179,550 55,622 26,018 12,675 17,600 5,042 296,509

２．収益を理解するための基礎となる情報
　［連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等］の「４．会計方針に関
する事項（5）重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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３．当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）	契約資産及び契約負債の残高等

顧客との契約から生じた債権（期首残高）� 22,828百万円
顧客との契約から生じた債権（期末残高）� 23,641百万円
契約資産（期首残高）� 5,617百万円
契約資産（期末残高）� 8,114百万円
契約負債（期首残高）� 9,529百万円
契約負債（期末残高）� 7,974百万円

　契約資産は、主に、建設業における長期の工事契約において、期末日時点で完了してい
るが未請求の工事契約に係る対価に対する権利に関するものであります。契約資産は、対
価に対する権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。
当該工事契約に関する対価は、主に工事完成時に受領しております。
　契約負債は、主に、運輸業における定期乗車券について、顧客から受け取った前受運賃
に関するものであり、収益の認識に伴い１年以内に取り崩されます。

（2）	残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想
される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。未充足（又は
部分的に未充足）の履行義務は、当連結会計年度末において10,740百万円であります。当
該履行義務は、建設業における長期の工事契約に関するものであり、期末日後１～３年以
内に収益として認識されると見込んでおります。

［１株当たり情報に関する注記］
１．１株当たり純資産額� 2,778円53銭
２．１株当たり当期純利益� 524円57銭

［重要な後発事象に関する注記］
（簡易株式交換による完全子会社化）
　当社は、2024年４月26日開催の取締役会において、当社の連結子会社である関東鉄道株式会
社（以下「関東鉄道」）との間で、当社を株式交換完全親会社、関東鉄道を株式交換完全子会社
とする株式交換（以下「本株式交換」）を行うことを決議し、同日付で株式交換契約（以下「本
株式交換契約」）を締結いたしました。
（1）	本株式交換の概要
　①　株式交換完全子会社の名称及び事業の内容

株式交換完全子会社の名称	 関東鉄道株式会社
事業の内容	 運輸業及び不動産業

　②　本株式交換の目的
・経営資源の効率的な利活用及び迅速な意思決定を行う体制の構築
・両社の更なる連携強化によるグループ一体経営の遂行

　③　本株式交換の効力発生日
2024年９月１日（予定）
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　④　本株式交換の方式
　本株式交換は、当社においては、会社法第796条第２項の規定に基づき、簡易株式交換
の手続により、株主総会の承認を得ずに、関東鉄道においては、2024年６月25日に開催
予定の定時株主総会において承認を得た上で、2024年９月１日を効力発生日として行う
予定です。

（2）	株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付する株式数
　①　株式の交換比率
　当社は、関東鉄道株式１株に対して、当社の普通株式（以下「当社株式」）0.133株を
割当交付いたします。ただし、当社が保有する関東鉄道株式（2024年４月26日現在
6,135,614株）については、本株式交換による株式の割当ては行いません。なお、本株式
交換に係る割当比率（以下「本株式交換比率」）は、算定の基礎となる諸条件に重大な変
更が生じた場合は、両社が協議し合意の上、変更することがあります。

　②　株式交換比率の算定方法
　当社及び関東鉄道は、それぞれ別個に、両社から独立した第三者算定機関に株式交換
比率の算定を依頼し、受領した株式交換比率の算定書及びリーガル・アドバイザーから
の助言等を踏まえて慎重に協議・検討を重ねた結果、本株式交換比率は妥当であり、そ
れぞれの株主の利益に資すると判断いたしました。

　③　交付する予定の株式数
　531,973株
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株主資本等変動計算書
２０２３年４月１日から（２０２４年３月31日まで）

（単位：百万円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計別途積立金 繰越利益

剰余金
当 期 首 残 高 36,803 27,845 2,737 30,583 3,038 8,095 108,919 120,053
当 期 変 動 額         
剰 余 金 の 配 当       △ 4,138 △ 4,138
当 期 純 利 益       67,711 67,711
自 己 株 式 の 取 得         
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額（ 純 額 ）         

当 期 変 動 額 合 計 ― ― ― ― ― ― 63,572 63,572
当 期 末 残 高 36,803 27,845 2,737 30,583 3,038 8,095 172,491 183,625

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計自己株式 株主資本

合計
その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △11,850 175,589 831 831 176,421

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △4,138 △4,138
当 期 純 利 益 67,711 67,711
自 己 株 式 の 取 得 △31,606 △31,606 △31,606
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額（ 純 額 ） 1,988 1,988 1,988

当 期 変 動 額 合 計 △31,606 31,966 1,988 1,988 33,954
当 期 末 残 高 △43,457 207,556 2,820 2,820 210,376

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

［重要な会計方針に係る事項に関する注記］
１．資産の評価基準及び評価方法
　（1）	有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　子会社株式及び関連会社株式� 移 動 平 均 法 に よ る 原 価 法
　　　　そ　の　他　有　価　証　券
　　　　　市場価格のない株式等以外のもの� 時　　　　　　 価 　　　　　　法

評価差額は全部純資産直入法に
より処理し、売却原価は移動平
均法により算定

　　　　　市場価格のない株式等� 移 動 平 均 法 に よ る 原 価 法
　（2）	棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　　分譲土地建物� 個 別 法 に よ る 原 価 法

貸借対照表価額は収益性の低下
による簿価切下げの方法により
算定

　　　　貯　 蔵　 品� 移 動 平 均 法 に よ る 原 価 法
貸借対照表価額は収益性の低下
による簿価切下げの方法により
算定

２．固定資産の減価償却の方法
　（1）	有形固定資産（リース資産を除く）
　　　　建物及び構築物（全事業）� 定額法
　　　　車両、機械装置、工具・器具・備品（賃貸業用のもの）� 定額法
　　　　　　同　　　　　　　上　　　　　（賃貸業以外のもの）� 定率法
　　　　なお、鉄道事業の取替資産については、取替法（定額法）を適用しております。
　（2）	無形固定資産（リース資産を除く）� 定額法
　　　‌�　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ

く定額法を採用しております。
　（3）	リース資産
　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
� リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
３．引当金の計上基準
　（1）	貸倒引当金
　　　‌�　営業債権・貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
しております。

　（2）	賞与引当金
　　　‌�　従業員の賞与の支給にあてるため、支給見込額のうち当期の負担額を計上しております。
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　（3）	退職給付引当金
　　　‌�　従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づき計上

しております。
　　①　退職給付見込額の期間帰属方法
　　　‌�　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期末までの期間に帰属させる方法に

ついては、期間定額基準によっております。
　　②　数理計算上の差異の費用処理方法
　　　‌�　数理計算上の差異は、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌期から費用処理すること
としております。

　（4）	関係会社事業損失引当金
　　　‌�　関係会社の事業に係る損失に備えるため、当社が負担することとなる損失見込額を計

上しております。
４．収益及び費用の計上基準
　（1）	ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準
　　　　リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。
　（2�）	顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該

履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）
　　①　鉄道事業
　　　�　鉄道事業においては、主に旅客の運送を行っており、運送サービスの提供に応じて収

益を認識しております。
　　　�　なお、定期乗車券に係る収益については、有効開始月から一定の期間にわたり収益を

認識しております。
　　②　開発事業
　　　�　開発事業のうち、不動産販売業においては、主に土地及び建物の販売を行っており、顧

客に引き渡した時点で収益を認識しております。
５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
　（1）	繰延資産の処理方法
　　　社債発行費
　　　�　社債の償還までの期間にわたり定額法により償却しております。
　（2）	鉄道事業における工事負担金等の会計処理の方法
　　　�　鉄道事業において固定資産の取得のために受け入れた工事負担金等は、工事完成時に

当該固定資産の取得原価から直接減額しております。なお、損益計算書においては、工
事負担金等受入額を特別利益に計上するとともに、固定資産の取得原価から直接減じた
額を固定資産圧縮損として特別損失に計上しております。

　（3）	ヘッジ会計の処理方法
　　　�　ヘッジ会計の処理方法は、金利スワップ取引について特例処理を採用しております。
　（4）	支払利息の原価算入
　　　�　分譲土地建物の開発事業に係る支払利息の一部を取得原価に算入しております。なお、

当期において取得原価に算入した額はありません。
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　（5）	退職給付に係る会計処理
　　　‌�　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書

類における会計処理の方法と異なっております。
　（6�）	関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続
　　　（自己株式の取得）
　　　‌�　当社は、2024年２月22日開催の取締役会において、自己株式取得に係る事項について

決議し、2024年３月13日に取得が完了しております。なお、自己株式の取得には一括取
得型自己株式取得（ASR）（以下「本手法」）を用いております。本手法は、関連する会
計基準等の定めが明らかでない場合に該当するものとして、以下のとおり会計処理を行っ
ております。

　　①　本手法の概要
　　　�　当社は、2024年３月13日にToSTNeT-3により１株あたり6,320円で、5,000,000株、

316億円に相当する自己株式を取得いたしました（以下「本買付」）。
　　　�　本買付にあたっては、みずほ証券株式会社（以下「みずほ証券」）が当社株主から借株

をした上で売付注文をしております。なお、ToSTNeT-3では一般の株主の皆様からの売
付注文は、金融商品取引業者であるみずほ証券の自己の計算に基づく売付注文に優先さ
れますので、みずほ証券による売付注文の約定額は一般の株主の皆様からの売付注文分
だけ減少します。

　　　�　みずほ証券は本買付における売付注文の約定の後、借株の返済を目的として自らの判
断と計算において当社株式を株式市場の内外で取得する予定であると聞いておりますが、
みずほ証券が行う当社株式の取得に関して、当社とみずほ証券との間で締結された契約
はありません。

　　　�　次に、本買付においてみずほ証券が売却した当社普通株式の売却金額（以下「受領金額」）
については、当社の実質的な取得単価が本買付以降の一定期間（2024年３月14日から新
株予約権の行使請求日又は行使を行わない旨の通知が行われた日の前取引日まで）の各
取引日の当社株式の普通取引の売買高加重平均価格（VWAP）の算術平均値に99.90％
を乗じた価格（以下「平均VWAP」）と同じになるように、別途、本手法において当社が
発行する新株予約権（以下「本新株予約権」）の割当先であるみずほ証券（以下「割当予
定先」）との間で当社株式を用いた調整取引を行います。具体的には、①平均VWAPが
6,320円よりも高い場合は、本新株予約権を行使価格１円で行使することにより、「本買
付において割当予定先が売却した当社普通株式の数」（以下「売却株式数」）から「受領
金額を平均VWAPで除して得られる株式数」を控除して算出される数の当社株式を割当
予定先に交付し、逆に、②平均VWAPが6,320円よりも低い場合は、「受領金額を平均
VWAPで除して得られる株式数」から売却株式数を控除して算出される数の当社株式を
割当予定先から無償で取得することを合意しています。

　　②　会計処理の原則及び手続
　　　�　ToSTNeT-3を利用して取得した当社株式については、取得価額により貸借対照表の純

資産の部に「自己株式」として計上しております。なお、本手法により取得した当社株
式については、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除す
る自己株式に含めております。
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　　　�　当該会計処理方針に基づき、当期において、貸借対照表の純資産の部に「自己株式」
として31,600百万円を計上しております。

［会計上の見積りに関する注記］
１．固定資産の減損
　（1）	当期の計算書類に計上した金額
　　　　減損損失	 ―百万円
　　　　有形固定資産及び無形固定資産	 468,766百万円
　（2）	会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

　当社は、鉄道事業固定資産は資産一体で、開発事業固定資産は独立したキャッシュ・
フローを生み出す最小の単位である賃貸物件ごとに資産のグルーピングを行っており、減
損の兆候が存在する場合には、一定の仮定を設定した将来キャッシュ・フローに基づき、
減損の要否の判定を実施しております。
　これらの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性が
あり、将来キャッシュ・フローに見直しが必要となった場合、翌期の計算書類に重要な
影響を与える可能性があります。

２．繰延税金資産の回収可能性
　（1）	当期の計算書類に計上した金額
　　　　繰延税金資産	 9,151百万円
　（2）	会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

　繰延税金資産の認識は、将来の事業計画や過去に生じた課税所得の金額等に基づく課
税所得の発生時期及び金額によって見積っております。
　これらの見積りは、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性が
あり、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌期の計算書
類に重要な影響を与える可能性があります。

［貸借対照表に関する注記］
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
　（1）	担保に供している資産� 209,735百万円
　　　　鉄道事業固定資産（注）� 209,735百万円
　　　　（注）�　鉄道事業固定資産は財団組成により有形固定資産（リース資産を除く）を全額計

上しております。
　（2）	担保に係る債務� 39,773百万円
　　　　長 期 借 入 金（注）� 39,773百万円
　　　　（注）�　長期借入金には、１年内返済予定額（貸借対照表上は短期借入金に計上）を含み

ます。
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２．有形固定資産の減価償却累計額� 333,299百万円
３．事業用固定資産　有形固定資産� 415,999百万円
　　　　　　　　　　　土　　　地� 138,494百万円
　　　　　　　　　　　建　　　物� 104,696百万円
　　　　　　　　　　　構　築　物� 132,980百万円
　　　　　　　　　　　車　　　両� 8,805百万円
　　　　　　　　　　　機械装置及び工具・器具・備品� 11,473百万円
　　　　　　　　　　　リース資産� 19,549百万円
　　　　　　　　　　無形固定資産� 7,790百万円
４．保証債務
　　　下記の会社のリース料に対して、保証を行っております。
　　　　千葉ニュータウン鉄道株式会社� 195百万円
５．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
　　　短 期 金 銭 債 権 � 4,059百万円
　　　長 期 金 銭 債 権� 22,881百万円
　　　短 期 金 銭 債 務� 41,484百万円
　　　長 期 金 銭 債 務� 943百万円
６．鉄道事業固定資産の取得原価から直接減額した工事負担金等累計額� 126,181百万円

［損益計算書に関する注記］
１．営業収益� 88,646百万円
２．営業費� 76,574百万円
　　　運送営業費及び売上原価� 42,818百万円
　　　販売費及び一般管理費� 6,756百万円
　　　諸　　　　　　　　　税� 6,498百万円
　　　減 価 償 却 費� 20,500百万円
３．関係会社との取引高　　　　営　　業　　収　　益� 8,395百万円
　　　　　　　　　　　　　　　営　　　 業 　　　費� 13,948百万円
　　　　　　　　　　　　　　　営業取引以外の取引高� 19,824百万円

［株主資本等変動計算書に関する注記］
当期末における自己株式の種類及び株式数
　　　普　　通　　株　　式� 8,484,158株
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［税効果会計に関する注記］
１．繰延税金資産
　　　退 職 給 付 引 当 金� 6,264百万円
　　　合併による土地評価差額� 3,913百万円
　　　減　　損　　損　　失� 2,114百万円
　　　未　払　事　業　税� 1,351百万円
　　　貸　倒　引　当　金� 1,329百万円
　　　有 価 証 券 評 価 損� 1,019百万円
　　　そ　　　　の　　　　他� 4,084百万円
　　　　繰延税金資産小計� 20,079百万円
　　　評　価　性　引　当　額� △9,861百万円
　　　　繰延税金資産合計� 10,217百万円
２．繰延税金負債
　　　その他有価証券評価差額金� △968百万円
　　　そ　　　　の　　　　他� △97百万円
　　　　繰延税金負債合計� △1,065百万円
　　　繰延税金資産の純額� 9,151百万円

［関連当事者との取引に関する注記］
　子会社及び関連会社等
� （単位：百万円）

種類 会社等の名称 議決権等の
所有割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社

北総鉄道㈱
所有
直接56％
間接１％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付（注1）
資金の回収（注1）

800
944

短期貸付金 989

長期貸付金 8,721

千葉ニュー
タウン
鉄道㈱

所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付（注2）
資金の回収（注2）

400
204

短期貸付金 354

長期貸付金 10,254

　取引条件及び取引条件の決定方針等
　（注1）�　北総鉄道株式会社に対する資金の貸付については、市場金利を勘案して決定している

ものと、同社の経営安定施策としての金利を適用しているものがあります。返済条件は
期間20～30年で、年賦返済又は３ヶ月毎返済としております。なお、担保は受け入れ
ておりません。

　（注2）�　千葉ニュータウン鉄道株式会社に対する資金の貸付については、市場金利を勘案して
決定しております。返済条件は期間10～20年で、随時返済、期限一括返済又は３ヶ月
毎返済としております。なお、担保は受け入れておりません。
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［１株当たり情報に関する注記］
１．１株当たり純資産額� 1,283円35銭
２．１株当たり当期純利益� 401円74銭

［重要な後発事象に関する注記］
　（簡易株式交換による完全子会社化）
　�　連結注記表［重要な後発事象に関する注記］に同一の内容を記載しているため、注記を省
略しております。

［収益認識に関する注記］
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、［重要な会計方針に係る事
項に関する注記］の「４．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。


